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幻の殖波宮を求めて

　難波宮の名は、文献史料にはしばしば登場しますが、その所在地はわからず、幻の宮と言われていました(大阪市立大学を退

職した山根徳太郎博士は、法円坂にあった旧陸軍の施設や住宅建設現場で古代の瓦が発見されることから、難波宮はこの地に

あったと考えました。この仮説を実証するため、1954年に最初の発掘調査が行われてから60年以上が経過し、数白'件もの発掘

調査が行われてきました。その結果、今日、この地に難波宵があったことを疑う人はもういません。宮殿の遺構は｡1時期のもの

が同じ場所に重複しており、古い方が前期難波宮(７世紀)、新しい方か後期難波宮(･８世紀)と呼ばれています、

置塩章氏演りは1913￥城南町(こ旧制で育代瓦を採集しました．

　　山根海士:.右)は汽恟.氏から大きな影響を受けました、

1953年法円坂住宅建設中に発見された鴎吊ペジび)片。

　　　難波営発牝の直接の契機とご引jましたｰ

難波宮以前

　５世紀後半には、規則正しく配置された16棟の倉庫群が建てられていました(法円坂遺跡)。倉庫の近くには大下の宮殿があっ

てもおかしくはありません、これは巨人な百舌鳥・古市古墳群を残した倭王権に係る施設と考えてよいでしょう。

　６～７世紀、大川周辺にあｰ)たとされる難波津は朝鮮半島や中国との交通・交易の要衝で、国家的な港として栄えました。周

辺には'難波大郡(なにわおおごおり)･小郡(おごおり)｣や｢難波釦(なにわのむろつみ)_、'三韓館｣などの役所や外交関係の施設、

豪族の宅なども置かれており、法円坂の難波宮の下層から発見される遺構もこれらに関連するものとみられます。
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発掘刮Lた5L£紀の倉)申群(大阪歴史博物館地壇:1987年)とその復元{右



　6む（大化元）年、乙已の麦にぶって蘇武本余寒は滅ぼさ仇天皇中心の新いヽ攻落体制がスタートＣ

ます（大化改新）。即住した孝徳天皇は、新政ｸ）舞台とＣて短波に違祁します｡難波は外交や交通の委衝

てあり、かつ、豪族たちの影響の濃い飛鳥に比べてしがらみのをい土地か逞λだので１ょう｡孝徳は小野

宮（おごおりのみや）・池野宮（おおこおりのみや）・味jl宮（あじふのみや）をどト軋々とした儀、652

年、難涙痕柄豊碕宮（なにわをがらとよさきのみや）を完成させまず。日本ｔ記に「其宮叔之状不可輝論

（その宮双のぶうザは語り尽くぜないほど大池）」であったとされており、天皇の居所と政府機能を4ヽ体し

た巨大な構造をもっていました。前期難波宮こそがこの宮双の遣構であると考えられています。

　前期敵城宮の建築は、菰主我が哨いられ、瓦が出丿以をいことから械葺（今ヽ､八茅葺）であったと考え

られていまj≒6屁（氷海元）年､威容を･詩った宮蔵は「大蔵膚」かいり出火で大邦分が焼ﾒけてしまい卜れ。
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前期難波宮の橋逓

　内裏(｡だいいは天皇の生活空間ですが、その出向)は朝堂院

(ちょうどういん)に接するように張り出していて、中央に大

規模な正殿(内裏前殿)が建てられていました。この建物は宮

中最大で、重要な儀礼や政務があるときに天皇がこの建物に

入ったのでしょう。軒廊にんろう：通路状の建物)に連結さ

れて､北側にも大きな建物があります。内裏は回廊で囲まれ、

その南には他の宮殿も殺めて最大規模の門が朝堂院に向っ

て開いていました。この東西にはハ角殿が建てられており、

内裏の荘重な雰囲気を演出しています。

　朝堂院には14ぐ16の可能性もあり)棟の朝堂が建てられ、

高微官僚が執務したとみられます。朝堂の問は広い中庭(朝

庭)になっていて、役人が整列して儀式などを行った場と考

えられます。朝堂院も回廊によって囲まれ、南には門が開い

ていました。その南には宮全体の正門｢朱雀門(すざくもん)｣

がみつかっています。

湧声施設
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　内裏や朝堂院の外側は曹司(ぞうし)と呼ばれる実務的な　　ｰ‥

官衛(役所)が慨かれたエリアで、四方は倉庫を中心とした建

物群、東方では小区画内にコンパクトに建物をおさめた建物

群や倉庫群がみつかっています。
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【前期難波宮】
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　　発掘中の｢朱雀門｣(大阪市立聴覚峻別支援学校内:199:肉)

八角叔

　内裏の東西に一箇所ずつ、回廊に囲まれてハ角形の建物が

建っていました。建物は重一の高殿と考えられ、用途は不明

ですが、仏堂、鐘楼、鼓楼などの説があります、宮殿内にハ

角形建物が見つかったのは前期難波宮が唯一です。
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束第４堂は長さ35,4mの長大な建物q999年･l:

「朱雀門」

　宮殿全体の正門で、幅は５開（23､5�、奥行は２間沼｡8�

です。幅５問の門は五開門と呼ぱれ、最高の格式をもつ門と

考えられており、平城宮など他の宮殿でも重要な門はこの形

式で建てられています。門の左右に回廊が取りつく興廊と呼

ばれる形式になります、この門より中は冒、舛は京で、藤原・

平城京のように、この門から南下する大路があればそれは朱

雀大路ということになります。「朱雀門_の名弥ば;藤原宿以後

に使われますが、宮殿正門としての役割は同じでしょう。
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　　　　　　　束ハ角殿院の発掘　右奥にハ角殿、

左孚には回廊、遠方に西ハ狛股の赤い遺構表示が見えるi.19S8年:。

S¶?jM堂
四

‘9　　莉]長い建物は古代の役所に特徴的なもので、前朋駐岐宿で

は14堂が確認されています。朝堂院南西・南東の隅に空閑地

があるので、ここにもう一抹ずっあって16堂になる可能性が

あります、最も北にある東・西第１堂は幅５開(16.1面、奥行

３閥ぐ7､9m)で、桂穴が他の朝堂より大きく、重要な役所の建

物であったのかもしれまぜん。

　後代の宮殿の朝堂の数は、藤原宮・平城言(第２次朝堂院)

で12堂となります。こうした絹代や営所の配置は官僚機構の

整備と関係すると考えられています。



　　　　　　西方言衝で発掘された並びな(1988年)

湧水施貧

　西方言責の北四隅には、谷の最奥部の湧水点を利用した水溜

め遺構が発見されました。巨石を経んで水溜めと導水溝を作っ

ており、北西方向へ水を流したようです。生活用水・防火用水

を爆図するためのものでしょう。

東方官衝東和の施設C2006年)と復元図{右ﾋﾟ:

､ゐ方宮衝

　内裏・朝堂院の固囲には曹司が設け

られていました。内裏の西には兪が建

ち並ぶ一画が発掘されています。倉の

申には３～４棟の台庫を連結した並び

倉と呼ばれる大規模な形式のものもあ

ります。宮殿で用いる物資や、穀物、

武器などが納められていたのではない

でしょうか。文献には686年に｢難波大

蔵省失火、宮室悉焚(大蔵省が火元で

宮殿が全焼した)｣とあり、この辺りが

大蔵省であった可能性もあります。

西方盲管湧水施設のと組導水遺構1997牟，

　磯ｒヤ礦Wf?W?9き7一一’‾゛’‥一一ｙぶ→,似随和

東方宮衝

　内裏の東側には小区画内に整然と建物加配された区画が複

数見つかっています。これらはそれぞｵしが違う曹司に対応し

ていたものと考えられます。しかし、その東側には五開門を

伴う回廊を巡らせ､敷石で荘厳した一面が見つかっています。

その格式の高さから天皇に係る施設とみられ、東方に問けた

河内平野の眺望を楽しむ饗宴施設かとも考えられています。
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　前期鎮波富び焼そＣたあとも、持銑・文武天皇などが難波に行幸（ていることから、焼け残った建路はあ､-､たと嗜えられ

てい4レす。そのμ､、奈各時代に、聖火天皇は首那平城富に対する刹那と八て殖波富を本接めに再興いtす。環流は大化改新

の一環と帽､て造営さ;μたことから、天皇中心の攻落のシンボルのぶうな４Ａであり。これむ再興することは、聖裁天皇にとｰ･

てぬらの皇侃の正統収Ｌ張詞する垂味があｰったのではないて刎ょうか。造営工事は726（神亀3）年から始まり。ｱ3Z（天平

4）年頃に､はほぼ完成したものとみられます。μ4（天平QS）年には「以鎮流言定為皇那（短波富を皇那とする）」詔がまｊれ、

一時期ではありま｜たが難流が骨那ど今ったのです。１がし、その儀､短期同のうちに那は紫番卒言（ｋがらきのみφ）へ移り、

さらに平城言へ逞都ぺました。れ武天皇のときには永岡富、平安富へと遷移され、草波富は廃止されて、主要な建秘は長岡

宮へ移築されまＣだ。
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　　　　　　　【後期難波宮】
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儀期鎮政客の橋逓
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珀酌町の発EIljhl985年〕

　前明信波言と追って､大極殿や朝堂院といった主要な建物は瓦葺で礎石を用いて建てられました。一方､内裏周辺は占式に則っ

た掘立往形式で板葺か茅葺で建てられまし尨､内裏は仕出胞とは完全に分離し、朝堂院の北に接して大組股が設けられました。

朝堂は八堂となっています。朝堂院の西には五開門を二つ並べた区画があり(血間間区画)、内裏の東南にも石敷や築地塀を伴う

区画が復元できます。いずれも格式の高いことから天皇に係るような施設の可能性があります。その反面、秀司が顕著でないこ

とは副都ならではの特色であるのかもしれません。
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　　　　　　　前期難波宮座物の壁・C2010年丿

壁土

　東方宿所地域の東の谷からは、焼け落ちた前期難波宮の建物

に用いられた壁土の塊が出土しました。白い土で上塗りしたも

のもあり、白く輝く壁をもった建物もあったことがわかります。

万豪儀名文水筒 最古の万葉仮名文木簡i2006年）

　西方盲管の南の谷からは、前期難波宮造営時のものとみられる木簡が出土しまＬだ　木簡には、‾皮留久佐乃皮斯米之刀斯_と

害かれており、漢字一文字にＨ本語の一音をあてる.万葉化汐1で‾はるくさのはじめのとじ春草のはじめの年しと読めます．和歌

の一部とみられ、万葉仮名を用いた最古の例です．

　　　　　　　　　　難波宮略年表

５世紀後半　上町台地に大型倉庫群が造られる(法円坂遺跡)

６ヽ･７既記　難波に大郡・小郡や客館などが造られる

645年　　　大化改新で難波に拡が移される

650年　　　不徳天皇難波長哲際倚宮を造りはじめる

652年　　　難波長柄豊綺宮が完成(前期難波宮)

678年　　　難波に羅城を築く

683年　　　天武天皇　複都制の詔　難波副都に

686年　　　難波大蔵から失火、難波宮消失

699年　　　持続上皇・文武天皇難波に行幸

726年　　　型式天皇　難波宮の再建に着手(後期難波宮)

732年　　　再建工事が一段落か

744年　　　一時的に難波が都になる

756年　　　孝謙天皇難波に行幸、難波宮東南新宮に御する

784年　　　長岡京に遷都　難波宮の建物を移築する

793年　　　難波宮を庭し、摂津徴を摂津国とする

｢難波宮　～都市に埋もれた幻の古代宮殿～

　　　　　　　もっと知りたい難波宮

●大阪歴史博物館

　10階より難波宮跡を一望。大極殿内部のほぽ実寸大

　復元のほか､難波官に関する多角的な展示があります。

　開館時間:9:30～17 : 00 （金|瑠は20 : 00 まで）

　休　館　日：火曜日ぐ祝祭日の場合翌Ｈ休館）

　　　　　　　年末年始（12月28［ﾄ～１月4［n

　入　館　料：常設展　大人:600円　高大生:400円

　　　　　　　　　　　　　　　　　（中学生以下無料）

　問い合わせ:06-6946-5728

●大阪文化財研究所難波宮調査事務所展示室

　難波宮をはじめ市内北部の遺跡出土品を展示。

　開館時間:9:00～16 : 30

　　　　　　　ぐ有人対応：事前に要連絡）

　休　館　日：土日・祝祭日・

　　　　　　　年末年始（1,2月28日ヽ一一１月４日）

　入　館　料：無料

　問い合わせ:06-6943-6836

編集・発行：公益財団法人大阪市博物館協会大阪文化財研究所電話：０６-６９４３-６８３３
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